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業績予想との差異に関するお知らせ 

 

平成 22 年２月２日に公表いたしました、平成 22 年３月期通期（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日）

の連結業績予想数値と比較して、本日公表の実績値において下記のとおり差異が生じましたのでお知らせ

いたします。 

 
記 

 
①平成 22 年３月期通期（平成 21 年４月１日～平成 22 年３月 31 日）の連結業績予想数値と実績値との差異 

                                  （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期 

純利益 

１株当たり 

当期純利益（損失）

前回予想（Ａ） 
380,000 1,000 500 △31,000 △128 円 42 銭

今回実績（Ｂ） 378,547 1,883 1,907 △29,080 △120 円 47 銭

増減額（Ｂ－Ａ） △1,453 883 1,407 1,920 －

増減率（％） △0.4％ 88.3％ 281.4％ － －

ご参考：前年同期実績

（平成 20 年４月１日～ 

平成 21 年 3 月 31 日） 

426,399 22,348 24,513 11,830 47 円 95 銭

 

②差異の理由 

第４四半期において、トイホビー事業の「仮面ライダー」シリーズや「プリキュア」シリーズなどの国内定番キ

ャラクター商品やカード商材などの高収益商材がヒットしたこと、映像音楽コンテンツ事業の新しいビジネスモ

デルで展開した「機動戦士ガンダムＵＣ（ユニコーン）」第１話が大人気となったこと、アミューズメント施設事

業におけるさらなる効率化の効果により、収益性が向上いたしました。 

この結果、平成 22 年２月２日に公表いたしました連結業績予想数値と比較して、実績値に差異が生じまし

た。 

 
以上 

 

 


